
２．令和３年産水稲 ３．田植から中干し期までの管理作業

（１）病害虫対策
①箱苗施薬：苗箱の上から均一に散布（田植２～３日前の散布がより有効）
②田植同時：指定の散布機を用い、圃場に散布

※ＪＡ等から苗を購入した場合は、本田防除を発生に応じ的確に行いましょう！
（２）除草剤散布

①田植前後：田植前の除草剤は、植代後から田植前７日までに散布
田植後は天候に注意し、速やかに散布（遅れるほど効果も低下）

②田植同時：指定の散布機を用い、圃場に散布（植戻りの悪い圃場は避ける）
※補植は踏込により除草剤の処理層を壊し、雑草の多発を招くため避けましょう！
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🏲ポイント 適切な水管理により、病害虫・災害に強い水稲を育てましょう。

３～５ｃｍ湛水し散布
散布後７日間は止め水（減水深の大きい圃場は、処理
層を壊さないよう静かに水を足してください。）
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畦塗りで水漏れ防止

植戻りしやすく、凹凸のない平らな田面に 図１ 除草剤の効果が高い圃場

お問い合わせ先：電話０９７－５０６－５７９１
ホームページ ：http://www.pref.oita.jp/soshiki/11604/saibaikanrizyouhou.html

間断灌水（繰り返し）

田植
～ 活着期

深めに湛水
（３～５ｃｍ） 土壌内のガス抜き、根の活性化が目的 図２ 中干し期までの水管理

ジャンボタニシ(スクミリンゴガイ)
がいる圃場では、田植後２～３週間
は水深１ｃｍ程度の浅水管理
※田面が乾かないよう注意！

中
干
し
期

🏲ポイント 農薬使用上の注意を確認し、定められた量を適切に散布しましょう。

１）防除 ～栽培期間前半の病害虫･雑草対策を確実に行いましょう！～

３）水管理 ～田植後の湛水は、活着期までで終了～

①田植後～活着期 ：深めに湛水（ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）がいる
圃場は浅水に）

②活着後～中干し期：間断灌水（浅めに湛水し、自然落水後に田面が見え始めたら
再び浅めに湛水 ※間隔は圃場の減水深に左右されます）。

🏲ポイント 栽培暦を参考に、適切に施用しましょう。

①基肥のみ：窒素4kg/10a（適期の穂肥施用を忘れずに）
②一発施肥：窒素7kg/10a（これ１回で栽培期間中の肥料全部）

２）施肥 ～施用量が足りないと、生育不足により収量・品質低下の原因に～


